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JSCA東北 技術発表会

露出型弾性固定柱脚工法

ベースパック説明会 本日の内容

■ ベースパックの特⻑
①独自のグラウト充填技術
②保有耐⼒接合

■ 基礎コンクリート柱型について



2

平成29年5月24日 JSCA東北 技術発表会
ベースパック柱脚⼯法・説明資料

本資料の無断転載・無断使⽤はご遠慮下さい。

© OKABE Co., Ltd. All rights reserved.

独自のグラウト充填技術
によりベースプレートとアンカーボルト
と基礎コンクリートが １体化

（表） （裏）

◇ボルト均等配置、座金・戻り止め・定着長

２０Ｄ、ボルト断面、ベース厚、クリアランス

＜露出柱脚＞

アンカーボルト

ボルト孔

m
m+5

柱脚告示 1456号
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ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径 mmmm

ボルト孔ボルト孔ボルト孔ボルト孔 m +15m +15m +15m +15～～～～30303030㎜㎜㎜㎜

ベースパックベースパックベースパックベースパック
グラウトグラウトグラウトグラウト

ベースパックベースパックベースパックベースパック鉄骨建方が容易鉄骨建方が容易鉄骨建方が容易鉄骨建方が容易

ベースパックのクリアランス

グラウト充填実験
特殊な注⼊座⾦を介してグラウト材を
「ベースプレート下面」および「ベースプレートのボルト孔
とボルトのクリアランス」に充填します。
注⼊座⾦からグラウト材が噴出すことにより、目視にて充填
完了が確認できます。
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鉄骨建て方

グラウト充填

注⼊座⾦による
グラウト充填確認

一般グラウト施工実験
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グラウト充填不良

独自のグラウト充填技術 には
多くのメリットがある。

・優れたせん断耐⼒
・グラウト充填工事の施工品質確保
・過大孔による台直し防止

地震被害０
に貢献
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露出柱脚を使った建築物の計算ルート別の
設計フロー

2015年版 建築物の構造関係技術基準解説書より

柱脚の保有耐⼒接合の判定
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優れた柱脚耐⼒ （保有耐⼒接合）
（柱材耐⼒）×α ≦（柱脚耐⼒）→ 保有耐⼒接合を満⾜

α倍倍倍倍

柱材柱材柱材柱材FFFF値値値値≦≦≦≦295295295295：：：：

αααα＝＝＝＝1.31.31.31.3

柱材柱材柱材柱材FFFF値＝値＝値＝値＝325325325325：：：：

αααα＝＝＝＝1.21.21.21.2

保有耐⼒接合タイプは、
「柱脚曲げ耐⼒＞柱Mpc×α」であるため、
鉄骨柱が地震エネルギーを吸収します。
それにより、鉄骨造本来の特⻑である高い耐震性能を
生かした安全な構造躯体とすることができます。

おかげ様で・・・・

1986年の販売開始依頼地震における

「柱脚被害０」の実績
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ベースパック説明会 本日の内容

■ ベースパックの特⻑
①独自のグラウト充填技術
②保有耐⼒接合

■ 基礎コンクリート柱型について

●フローに「基礎コンクリートの破壊防止の確認」
●本文に具体的な検討式を追加

2015201520152015年版建築物の構造関係技術基準解説書年版建築物の構造関係技術基準解説書年版建築物の構造関係技術基準解説書年版建築物の構造関係技術基準解説書
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基礎コンクリートの破壊防止等の確認

圧縮

せん断

(a)縁辺の剥落

圧縮

(b)⽴ち上げ部の割裂

(c)端部のせん断⼒による剥落 図6せん断⼒によるコーン破壊
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2015201520152015年版建築物の構造関係技術基準解説書年版建築物の構造関係技術基準解説書年版建築物の構造関係技術基準解説書年版建築物の構造関係技術基準解説書

引張側ABTの
降伏耐⼒

柱軸⼒

B2:柱型幅

曲げ・軸⼒に対する
コンクリート柱型断面の設計

B0:BPL底面積

曲げ・軸⼒に対する
BPL面積の断面設計

(a)縁辺の剥落

<y c

0

C F

B 3

(b)⽴ち上げ部の割裂
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ベースパックのM-N耐力曲線

柱脚モーメントと軸⼒でアンカーボルトの引張⼒と
コンクリート圧縮面積が変化

設計ハンドブックp28

ベースパックのM-N耐⼒曲線における
コンクリート耐⼒は へりあきe による
⽀圧応⼒度を考慮

ベースプレート外側のへりあきe
が⼤きいほど、⽀圧耐⼒は増加
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2015201520152015年版建築物の構造関係技術基準解説書年版建築物の構造関係技術基準解説書年版建築物の構造関係技術基準解説書年版建築物の構造関係技術基準解説書

せん断⼒に対する 柱型の断面設計

(c)端部のせん断⼒による剥落 図6せん断⼒によるコーン破壊
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ベースパック工法
（グラウト充填工法）

在来工法
（グラウト充填なし）

アンカーボルト降伏

一般式計算値

d

P

一般露出柱脚の
コンクリート側方破壊

ベースパック柱脚工法は、ボルト孔のグラウト充填により、

全アンカーボルトがせん断力に抵抗すると考えられるため、基礎コ

ンクリート側方破壊に至る水平力は計算値より大きな値となる。

ベースパックのせん断力伝達機構ベースパックのせん断力伝達機構ベースパックのせん断力伝達機構ベースパックのせん断力伝達機構
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設計ハンドブック(vol16) P117

基礎柱型寸法の拡大

 

 

アンカーボルトに生じた引抜力に抵抗する
立上り筋（柱型主筋）との距離が変わる。

立上り筋が柱型コンクリートから抜け出さ
ない“定着長”を確保する必要がある。

柱型を大きくすると

コーン状
破壊断面

コーン状
破壊断面

45°

アンカーボルト引抜力に抵抗する立上り筋アンカーボルト引抜力に抵抗する立上り筋アンカーボルト引抜力に抵抗する立上り筋アンカーボルト引抜力に抵抗する立上り筋

立上り筋（柱型主筋）はアンカーボルトに
生じた引抜力に抵抗する。
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設計ハンドブック５章設計ハンドブック５章設計ハンドブック５章設計ハンドブック５章 ５．１．３５．１．３５．１．３５．１．３

立上り筋の頂部にはフックを設けなくても良い立上り筋の頂部にはフックを設けなくても良い立上り筋の頂部にはフックを設けなくても良い立上り筋の頂部にはフックを設けなくても良い

トップフープの高さ位置を
出来る限り柱型天端に近づ
ける。

【柱型圧壊に有効な対策】

アンカーボルト据付後の
配筋作業上も
頂部フックが邪魔になり、
アンカーボルト位置がずれる
原因になることも。

柱脚基礎柱型は接合部であり、柱ではない。
従ってRC規準のRC柱主筋の規定は適用されない。

頂部フックが必要となる場合頂部フックが必要となる場合頂部フックが必要となる場合頂部フックが必要となる場合

①地下室等があり、ベース
パック基礎柱型が下階RC
柱と主筋を共有する場合。

 

②ベースパック基礎柱型が
基礎梁やフーチング天端
から50mmを超えて立ち
上がり、RC柱として設計
された場合。
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頂部フックを設ける場合に必要な配慮頂部フックを設ける場合に必要な配慮頂部フックを設ける場合に必要な配慮頂部フックを設ける場合に必要な配慮

フックを設けると配筋時
に

トップフープが下がる

トップフープは柱型頂部近くにあることが望ましい

トップフープの位置

フックがないと立上り筋
天端にフープを配置できる

添え筋

添え筋を用いて出来る限り
高さを維持

ベースパック説明会 本日のまとめ

■ ベースパックの特⻑
①独自のグラウト充填技術
⇒ 施⼯性（BPLの過⼤孔、台直し防止）
⇒ 柱脚せん断耐⼒への寄与

②保有耐⼒接合
■ 基礎コンクリートの柱型について

⇒実験により⼒学性状を確認
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


